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「工場の推進活動と継続活動」 
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レームゼロ」

」「省エネル

りましたが、

度に継続して

工場は今後も

べられた「次

の美しい自然

ちた住みよい

貢献いたしま

環境レポー

、皆様からの

。 

に 

ＫＡグルー

す」、「世界

活動を推進

９６６年（

マーガリン

にパイ用シ

９９７年（

量生産に適

２０１５年度

盤として、「

」、設備安全

ルギーの推進

、総じて満

て精力的に課

も「４つの

次世代に継

然と伝統を

い町をつく

ます。 

トを通じて

のご意見･ご

プは、「新し

とともに生

しています

昭和４１年

・ショート

ートマーガ

平成９年）

応した工場

度の当工場

「４つの安全

全：「故障･事

進｣を目標に

足できる結

課題解決に

安全～安心

承する“環

受けつぎ、

る」という

、当工場の

ご指導を多数

しい潮流の変

生きる」とい

。 

年）に西日本

ニングの製

ガリン製品、

には、小入

場へと進化を

のＣＳＲの

全」を掲げ、

事故ゼロ」、

に、取り組み

結果を収める

向け、取り

心」を意識し

環境適合社会

さらに、時

町民憲章に

諸活動をご

数いただき、

１

変化に敏感で

いう経営理念

本の食品製造

製造を開始し

１９８４年

入れ目製品へ

を続けていま

の取り組みと

労働安全

環境安全：

みを進めまし

る事が出来ま

組んでいき

した工場運営

会”の実現」

時代の進展に

に則った、地

ご理解いただ

より良い工

株式

であり続け

念のもと、持

造拠点として

しました。そ

年（昭和５９

への展開を進

ます。 

と成果を纏め

：「労働災害

「公害･苦情

した。一部に

ました。残し

きます。 

営を心がけ、

や、稲美町

に応じ、お互

地域密着型の

だければ幸い

工場を目指し

式会社   

工場長 

るアグレッ

持続可能な社

て兵庫県加古

その後、１９

９年）には高

進め、時代の

めたものです

害ゼロ」、品

情ゼロ」「産業

には積み残し

した課題は、

兵庫県の環

町の謳う「郷

互いが協力し

の食品工場と

いです。 

して今後も努

２０１６年

     明

 荒川 

シブな 

社会の実

古郡稲美

９８０年

高粘度ク

のニーズ

す。 

質安全：

業廃棄物

した課題

、２０１

環境計画

郷土いな

して希望

として社

努力いた

年１２月 

明石工場 

浩 

 



２．

 

 

当

２ｋ

が進

の配

ます

 

 

 

（１）

 

（２）

 

（３）

 

（４）

 

（５）

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

工場概

当工場は、Ｊ

ｋｍに位置

進んでおり環

配慮を行い、

す。 

）工 場 所 在

）設 立

）敷 地 面

）主 要 製

）沿

 １９６

 １９６

 １９７

 １９７

 １９８

 １９８

 １９９

 １９９

 １９９

 １９９

 ２００

２００

２００

２００

２００

２００

２０１

  

要 

ＪＲ山陽本線

しています

環境問題等

、地域との

在 地：兵庫

年：１９

面 積：４１

製 品：マー

革： 

６年 明石

７年 マー

０年 ポン

９年 マヨ

４年 高粘

８年 ポン

０年 冷凍

３年 スト

５年 ＴＰ

７年 小入れ

０年 ＴＰ

１年 ＩＳ

３年 ＯＨ

４年 業界

６年 社名

８年 ＩＳ

５年 ＦＳ

線土山駅よ

。工場周辺

、近隣に対

共存共栄に

県加古郡稲

６６年（昭

，４２７㎡

ガリン、シ

工場設立 

ガリン、シ

ドマーガリ

ネーズ生産

度クリーム

ドマーガリ

パイ生地生

ロー状チッ

Ｍ（ﾄｰﾀﾙﾌﾟ

れ目製品生

Ｍ優秀継続

Ｏ １４００

ＳＡＳ １８

ＨＡＣＣＰ

変更（旭電

Ｏ ２２００

ＳＣ ２２０

り東方約 

辺は宅地化

対して細心

努めてい

稲美町六分一

昭和４１年）

㎡（１２，６

ショートニン

ショートニン

ン生産開始

産開始 

ム生産開始

ン・ファッ

生産開始 

プマーガリ

ﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾒﾝ

生産開始 

続賞 第２類

０１認証取得

８００１認証

承認取得

電化工業㈱⇒

００認証取得

０００認証取

２

一１１８３－

 

００坪）

ング、高粘度

ング工場完成

始 

ットスプレッ

ン生産開始

ﾝﾃﾅﾝｽ）優秀

類 受賞 

得 

証取得 

⇒㈱ＡＤＥＫ

得 

取得   

－１５ 

度クリーム、

成 

ッド生産開始

始 

秀賞 第２類

ＫＡ）明石工

 

少量包装製

始 

類 受賞 

工場創業４０

製品等 

０周年 



３．

 当工場

理推進組

確保に努

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境方

場では、Ｉ

組織のもと、

努めています

針・労

ＳＯなどの

、工場全体

す。  

働安全

国際マネジ

で一丸とな

衛生方

ジメントシス

なって環境負

３

方針・食

ステムに基づ

負荷低減、災

環

（

労働安全

（Ｏ

食品

（Ｆ

食品安全

づいて工場方

災害、事故の

環境マネジメン

ＩＳＯ １４０

全衛生マネジメ

ＨＳＡＳ １８

品安全マネジメ

ＦＳＳＣ ２２

全衛生方

方針を設定し

の防止、製品

ントシステム登

００１認証登録

メントシステム

８００１適合証

メントシステム

０００認証登

方針 

し、各管

品安全の

登録証 

録証） 

ム適合証明書

証明書） 

ム登録証 

登録証） 



４．環

  当工

表者で

ってい

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．

  当工

を構築

います

（１）環

 ①産業

製

容器

量)

一方

サイ

目的

食品

１２

品リ

た。

ル法

 

 

 

 

 

 

製

推

環境・労

工場の環境

で構成する

います。 

環境活

工場は、「Ｉ

築し、廃棄物

す。 

環境パフォー

業廃棄物 

製造設備更

器洗浄に伴う

で対前年比

方で、昨年に

イクル率１０

当社食品事

的に保管倉庫

品廃棄物を明

２年度より継

リサイクル

今後も取

法の目標値で

食品廃棄

●食品リ

製造課長

推進組織図 

労働安

・労働安全

「４つの安

動 

ＳＯ １４

物・省エネ

ーマンス 

更新に伴う試

う廃水が増加

比約１６％増

に引き続き、

００％を達成

業全体の食

庫(ストック

明石工場で

継続してい

率９２.４％

り組みを継

である９５

棄物 
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②省エネルギー 

   老朽化設備（空調機、掻取り式熱交換器等）更新及び蒸気、水、空気漏れ箇所の補修

を推進しましたが、製造設備更新に伴う試作製造が影響し、エネルギー原単位は対前年

比約２％増加しました。炭酸ガス発生量についても、電力会社の排出係数増加の影響を

受け、同約６％増加となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③大気汚染 

   生産ラインの加熱殺菌、保温等に使用する蒸気は小型貫流ボイラー４基（都市ガス）

により発生させています。排ガス成分を定期的に測定し、環境規制値内であることを確

認しています。 

④水質汚濁 

   生産工程からの廃水は、排水処理設備で一次処理を行った後（規制値以下の水質であ

ることを確認後）、２００７年９月より加古川流域下水道に接続放流しています。 

 

（２）化学物質の排出・移動（ＰＲＴＲ法） 

   当工場のＰＲＴＲ法「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の推進

に関する法律」に該当する物質は、排水処理設備で使用している薬剤の塩化第二鉄のみ

です。なお、当該薬剤は排水処理工程内でその他薬剤と混合され、除去される事から、

塩化第二鉄として公共用水域への排出及び下水道への移動はありません。 

 

（３）グリーン購入 

   当工場のグリーン購入は、事務用品及び備品を中心に進めており、エコ製品の採用を

推進した結果、グリーン購入率は９３.２％となりました。残りの品目についても順次見

直しを進めて行きます。 

 

（４）環境会計 

   環境設備投資は、省エネルギー設備の導入や排水処理設備の老朽化更新を実行しまし

た。環境維持コストは、下水道使用量、廃棄物発生量が増加し、対前年比約３百万円の

増加となりました。又、環境保全効果に伴う経済効果は、廃棄物の削減及び有価物化推

進と省エネルギー活動の効果により約１５百万円の実績となりました。 
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安全成績 

災害発生ゼ
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。 
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ロ災活動 

工場従業員及

ゼロ災委員会
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集団活動 
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より、個々人

職場を働き易

ヤリハット活
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④教育・講習会 

   毎年６月に安全大会を開催し、協力会社を含む全従業員の安全意識向上を図ると共に、

熟年者による技能教育や外部講師によるフォークリフト安全操作講習会等、安全に関す

る様々な教育・講習会を実施し、労働災害防止に努めています。又、従業員の高齢化を

鑑み、ＡＥＤ使用を含む一般救命講習会を定期的に開催し、不測の事態に対応出来るス

キルの向上を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）衛生活動 

   健康診断の受診を積極的に進め、受診率１００％を達成しています。衛生活動として

は、従業員の健康増進を目的に各自で希望して受診できるオプション検査の充実、産業

医による健康診断フォロー面談及び健康講話を実施しています。又、従業員同士の交流

及び身体のリフレッシュを図るべく、レクリエーション等の取り組みも実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）保安防災活動 

   環境・安全推進計画に従い、総合防災訓練、自動火災報知設備点検、消火器点検、特 

別高圧受電設備点検等を実施しています。昨年に引き続き「保安力向上＝操業停止リス

クの予防処置強化」を目標に掲げ、火災発生に対する初期消火対応、異常排水発生時の

流出防止対策に重点を置き訓練しました。 
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産業医による健康講話 家族参加型のバス旅行 
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フォークリフト安全操作講習会 
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